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論 文 内 容 の 要 旨 
 
1. 研究の目的 
 
本研究の目的は、ラフカディオ・ハーン(Lafcadio Hearn, 1850-1904)が来日するまでの足跡をたど
り、彼独自の文学世界が形成されていく過程を確認し、その特質がどのような点にあるのかを明らか
にすることである。ハーンは、大きく分けて三つの地域において文筆活動を行なった。アメリカ、仏
領西インド諸島のマルティニク島、そして日本である。だが、彼の名は日本との関わりにおいてより
多く取り上げられる。作家として成熟し、本格的な活動を行なった時期であるためであろう。ハーン
は1890年に来日して以来14年間で12冊の作品を書き残した。最初の作品『日本瞥見記』Glimpses of 
Unfamiliar Japan(1894)を始めとして『東の国から』Out of the East (1895)や『心』Kokoro (1896)
などの作品は、日本文化に関するスケッチであり、『骨董』Kotto (1902)や『怪談』Kwaidan (1904)
などは日本の昔話を再話した作品である。ハーンは、これらの作品を世に出したことで、日本人の心、
日本文化の真髄を描くことのできる人物として、卓越した日本理解者であるという評価をかち得てい
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る。欧米においてその独自の文学的世界が認知されたのも、日本との出会いがあったからである。し
かし、素朴な疑問として浮かぶのは、外部の人間である彼が、果たして異文化である日本を的確にと
らえることができたであろうかという点である。この疑問に対して、ハーンの日本での活動を論じた
諸先行研究は、彼が日本人の心あるいは精神の真髄を捉えたと評価しており、確かに一定の説得力を
持つ答えを提供してくれる。しかしながら、ハーンの異文化への視座とその形成過程をより深く理解
するためには彼の活動を日本にのみ絞って考察するだけでは十分とはいえない。本研究では、来日以
前の異文化に関する記事や作品を通して、ハーンの異文化理解のあり方が形成されていく過程を明ら
かにしようと考える。こうした異文化への関心と洞察力は、ハーン文学の主柱の一つである。 
ハーン文学にはもう一つの主柱がある。再話文学である。その独自の再話技法の陶冶は、アメリカ
での報道記者時代に多くを負っている。彼は、報道記者として多くの犯罪事件を体験しながら、記事
の中でそれらを物語化して読者に伝える手法を身に付けた。皮肉な言い回しであるが、ジャーナリズ
ム的ではない技法によって、ジャーナリズムの寵児となったといえよう。その技法こそが、彼の再話
文学の基盤となっているのである。報道記者時代に培われた文学手法を確認、分析し、その手法が実
際に再話の中で活かされていることを明らかにすることで、ハーン独自の再話文学の形成過程を明確
にする。 
ハーンのアメリカ時代に関しては、多くの先行研究がなされている。しかし、それはハーンの伝記
か、あるいは文学作品に特化した研究がほとんどである。論者の意図は、こうした二分化された先行
研究を統合しながら、ほぼ伝記を通して知られていただけの彼の報道記事やスケッチを視野に収め、
再解釈することで、それらに内在している文学性や物語性に光を当てることにある。 
一文無しでアメリカに渡った19歳のアイルランド人移民が、19世紀末のアメリカ社会の中でどのよ
うに文筆活動を始め、文学手法を磨き、異文化に対する卓越した共感力、理解力を身につけたのか。
さらにハーンの報道記事や再話文学に特徴的な臨場感あふれる叙述のスタイル、また他ならぬ弱者を
含めた庶民を作品の中心に配するという感性が、どのように形成されたのか。こうした問いには、ア
メリカ時代のハーンの歩みを知らずには応答できない。本研究では、ハーンを取り巻く環境や人々と
の出会いを通じて、ハーン文学が形成されていく過程を解明し、その特徴を見極めることで、アメリ
カ時代におけるハーン文学の全体像を描くことを目的とする。 
 
2．先行研究 
 
アメリカ時代におけるハーンの報道記事は、ハーン文学を研究するにあたって重要な資料である。
しかし、ハーンが著述した報道記事は、日刊紙の記事であったため、彼の生前には、まとまった形で
刊行されることはなかった。ハーンの死後、蒐集家や研究者たちが彼の記事を特定し、刊行に着手し
た。その作業は現在もなお継続されている。これら一連の報道記事は、ハーン文学の基盤となるもの
であり、本研究でも、一次資料として用いた。ハーンの文筆活動の軌跡については、先行する伝記的
研究に本研究は多くを負っている。ハーンの伝記は、彼の友人の手になるものを嚆矢として、十数冊
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の優れた伝記がある。とりわけ、ハーンのシンシナティやニューオーリンズでの活動期に重点を置い
て書かれたものの他、既に刊行された伝記を補足、包括する形で書かれたものもある。これらの伝記
的諸研究は、ハーンが報道記者として自己形成し、作家として個性ある作品を生み出す過程の検証に
は、不可欠な研究である。本研究においては、これらの伝記的研究を基盤にして、ハ―ンを取り巻く
当時のジャーナリズム界やアメリカ文学界といった文化的脈絡を視野に入れ、ハーンの文学的世界の
形成過程を包括的に確認した。従来、アメリカ時代の作品に関するハーン研究は、基本的にアメリカ
文学のカテゴリーの中で行われてきた。そのためにそこでの研究対象となるのは、伝統的な意味での
文学の範疇に属するものに重点が置かれていた。従ってハーンの一連の犯罪報道記事などは、その対
象とはならなかったのである。当然ながらハーンの報道記事は、伝記的研究の中で取り上げられては
いる。しかし、彼の文学自体の批評、分析のための資料としては重要視されてこなかった。本研究は、
アメリカ時代を通観して、ハーン文学の特質を浮き彫りにする試みである。この試みから、伝記的研
究や、文学評論において等閑視されていたハーン文学の新たな側面が可視的となる。 
 
3. 博士論文の構成 
 
序章 問題の所在と研究の諸前提 
第1章 シンシナティにおける犯罪報道記事 
第2章 新聞における風刺・風俗画 
第3章 異文化を捉える文学的スケッチ 
第4章 ローカル・カラー文学への志向 
第5章 再話文学の開花 
第6章 解放黒人問題とハーン 
終章 本研究の結論と課題 
 
4. 各章の概要と成果 
 
博士論文は、二つの方向性から論を進めている。第一は、ハーンの新聞記事からその文学的特質を
浮かび上がらせることであり、第二は、ハーンが作家になる過程に着目し、その成果である作品を考
察し、分析することであった。 
第1章では、ハーンの報道記事の文学的手法に注目した。客観性を重視する報道記事と主観性を帯
びる文学的手法、この両者は一見、対立するものに見える。ところが、ハーンの文学的手法は、報道
記事、特に犯罪報道記事に顕著にみられ、それがハーンの記事の魅力として注目を浴びることになっ
た。彼の手法はいわば、犯罪事件の物語化である。南北戦争終了後、新聞が脱政治・脱党派へと向か
う中で、ジャーナリズム界に新たに求められたものは、身近で日常的なニュースであった。こうした
変化を敏感に察知したハーンは、犯罪事件をより刺激的に伝える手法を思いついた。ハーンは、事件
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報道をエンターテインメントの一種と捉えたのである。ハーンが活用した文学的手法の特徴は次の三
点である。 
第一は、ハーンが、出来事を物語る語り手となったことである。彼は、取材した内容を再構成し、
それを三人称小説の語り手として伝えた。人物の会話は報道記事特有の伝達の形式ではなく、直接話
法で挿入された。それにより、現実感、臨場感が醸し出されたのである。 
第二は、写実的で緻密な描写法である。ハーンは犯行現場や死体検視といった場面を読者の五感に
訴えるように、リアルに描写した。事件の報道のためだけなら、とりたてて必然性が無くても、グロ
テスクな場面をありのままに、現場の臭い、味、形、音声、手触りまでリアルに描写したのである。
現代の人々が、ホラー映画のグロテスクな場面や血なまぐさい場面をみるのと同じような効果をハー
ンは当時の読者に与えた。 
第三は、想像力を活かして犯行現場を再現したことである。犯罪事件のクライマックスといえる犯
行の瞬間が生々しく再現されたばかりでなく、想像力を駆使して、犯人が犯行に至るまでの一連の行
為を再構築している。そうすることによって、ハーンは読者を犯罪事件の真っただ中に引き込み、疑
似体験の場を提供した。あたかも、犯行現場に居合わせているかのような感覚を読者に与えたのであ
る。 
これらの手法は、ハーンが報道記者として活動を始めた最初の2年間で、自らの表現技法の原点と
して確立された。そして、これらの要素は新聞報道記事「皮革製作所殺人事件」に集約された。報道
記者としてのハーンの力量が世に知れわたる切っ掛けとなった記事である。同記事に挿絵が初めて挿
入されたことも注目に値する。この章では、ハーンの記事と他紙の報道記事とを比較し、彼の記事が
独創性および市民が求めるエンターテインメント性を持っていることを検証した。ハーンは、短い報
道記事の中で、読者の目を一瞬で釘付けにする手法、センスに長けていた。この経験は、ハーンが後
に書いた小説にも活かされている。この点に関しては、第4章において論じる。 
ハーンは、この後作家活動を目指して、ニューオーリンズに移り住むことになる。これがハーンの
文学的転機にもなる。読者に現場の刺激を与えたいというこれまでのセンセーショナリズムを超えて、
日常のただなかにありながら、人の心のひだに秘められる諸種の感情、怒り、悦び、嘆き、哀しみ、
笑いなどに目を向ける。ハーンは、平凡な日常的出来事の中に、非日常的な「感動」を見出し、文学
の糧にした。彼はここに作家としての新たな感性を発見したのである。第2章、第3章では、ニューオ
ーリンズ時代のハーンのこうしたまなざしを追ってみた。 
第2章は、挿絵制作者としてのハーンに焦点を当てると共に、彼が書いた挿絵記事の特質に注目す
る。ハーンは、日刊紙に挿絵記事を取り入れることにより、ニューオーリンズ新聞史に足跡を残した。
彼が、この地で挿絵制作に必然性と自信を見出した理由は、一方で、シンシナティにおける挿絵入り
雑誌の刊行経験があったためであり、他方で、先述の「皮革製作所殺人事件」に挿絵を挿入し成功を
収めたためである。実際ニューオーリンズでも、彼の挿絵記事は、読者の支持を獲得したばかりでな
く、他社の新聞にも挿絵記事の重要性を認識させることとなった。換言すれば、ハーンの挿絵記事は、
ニューオーリンズ新聞界においても、挿絵記事の先駆けであり、模範ともなったのである。 
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この章では、ハーンの挿絵記事を風刺と風俗の二つの観点で捉え、分析を行った。ハーンの風刺は、
権力ある者にもまた日常を生きる庶民にも向けられている。前者に対する風刺は、厳しい論調で書か
れており、挿絵は一種の武器と化し、そのメッセージは読者に分かりやすく伝えられた。後者の庶民
に対する風刺では、庶民が日常の生活の中で過ちを犯す現実を鋭く突いてはいるものの、その過ちの
背景に潜む庶民の苦悩、苦痛にも目配りされている。前者の風刺は、確かに権力者側の批判には効果
的であったが、あまりに直接的な表現であったことから、平板に流れる傾向も否定出来ない。しかし、
庶民に対する風刺は、問題の裏に潜む諸事情にまで目配りがなされ、読者の共感を誘うものであった。
ニューオーリンズの日常を描いた風俗の記事にも、眼に見える表面的姿だけではなく、その奥にある
庶民の喜怒哀楽も繊細な筆致で描きこまれている。つまり、ハーンは、庶民の何気ない日常に目を向
けては、ユーモアおよびペーソスが共存する表情豊かな作品を仕上げたのである。ハーンは19世紀末
のニューオーリンズを時には厳しく、時には温かく、時にはユーモラスに郷土史の中に描き残したの
である。 
第3章では、ハーンの異文化体験とその記述の仕方に変化があることに着目した。この異文化体験
を通して、ハーン文学は成熟を見せるのである。この章でとりあげたのは、シンシナティの黒人社会
およびニューオーリンズのクレオール社会に関する文学的スケッチである。黒人とクレオールとはシ
ンシナティとニューオーリンズにおけるマイノリティであり、両者とも外部とは関わろうとしない性
質の社会を形成していた。それゆえ、その様子は外部の人間にとって未知であり、好奇心をかきたて
るものであった。ハーンはそのような社会に目を向け、スケッチの素材として取り上げた。シンシナ
ティにおいてハーンは黒人社会を細部に至るまで観察したが、彼らに共感することはなかった。彼ら
の生活を通り過ぎながら、素描するのみであった。いわば、それは通過者が周囲の景観に向ける一瞥
のようなものといえる。こうした通過者のような記述はニューオーリンズにおいては影をひそめる。
ハーンはクレオール社会の中で生活し、彼らに同化しようと努力した。そうすることで、クレオール
住民と同じような視点を持つことができた。つまり、定住者の視点である。その結果、ハーンは、ク
レオール社会に対して、通過者の観察と同時に定住者の視点を持つようになったのである。このよう
な視点の変化により、ハーンのスケッチには奥行きが与えられる。異文化の中にありながら、その文
化に深い共感を抱いているハーンを、我々は彼のスケッチの中に発見することができるのである。 
第4章では、ハーンがジャーナリストから作家になる過程とその成果を考察した。この章は、具体
的に次の二点について論じている。第一は、ハーンが報道記者から作家になるべく志を新たに努力し
た過程を辿ることであり、第二は、その成果である小説『チータ』の文学的特色を分析することであ
る。 
第一に関しては、ニューオーリンズの南部作家ジョージ・ワシントン・ケイブルの関係を軸に論じ
た。その理由は、ハーンが、ニューオーリンズを文学的転換の地として選んだ背景にケイブルの存在
があったと考えるからである。その根拠は、次の三点である。一点目は、ハーン自身が作家を志して
いたことである。ハーンは、シンシナティにおいて、作家になるための登竜門として新聞記者の職を
選んだ。しかし、その道は彼の望む形では拓けなかった。その際にハーンが目を向けたのが、当時ア
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メリカ文学において流行したローカル・カラー文学である。二点目は、ハーンがこのローカル・カラ
ー文学に惹かれたことである。ローカル・カラー文学は、変わったものや異国的なものに集中しよう
としたハーンの文学的志向に合うものであった。三点目は、ケイブルがローカル・カラー文学の中で
南部作家として認められていたことである。ケイブルは、ハーンと類似する状況の中で作家として成
功した人物である。その成功から、ハーンは作家への道を見出したと思われる。ハーンは、こうして
シンシナティの報道記者生活から離れ、南部文学の発祥地ニューオーリンズに移ったのである。南部
文学におけるハーンの活動は、ケイブルとの関係抜きには語れない。ハーンは、ニューオーリンズで
ケイブルと親交を結び、文学的活動を共に行った。ケイブルは、作家としての第一歩となる北東部の
文芸雑誌にハーンを紹介した。ハーンは、それをきっかけに活発な文筆活動を行ない、南部作家の一
人として認められるようになったのである。 
この章の第二の柱は、この時代のハーンの転機を示す作品『チータ』である。『チータ』は、南部
作家としてのハーンの最初の小説である。メキシコ湾の小さな島を襲ったハリケーンと生き残ったク
レオール少女の物語を主題としている。この小説には、ハーンがシンシナティの報道記者時代に身に
付けた手法が活かされた。事件を劇的に再構築するあの手法である。ハリケーンを描写する際、この
手法が効果的に使われている。さらに『チータ』は、ローカル・カラー文学としてその条件を満たし
ている。その条件とは、つまり、異国的な舞台背景、現地人に据えた主人公、方言の多用である。こ
のように『チータ』には、ハーンがシンシナティ時代に培った手法が活かされたばかりでなく、南部
文学の本質を自身の内部に取り込み、地方色豊かに表現した作品である。ハーンは、『チータ』の完成
を契機に作家としての自立を決意したのであった。 
第5章では、ハーンの再話文学がどのように生まれ、発展したのかについて分析した。ハーンの再
話が正式に刊行されたのは、1884年に刊行された『飛花落葉集』であり、それがハーンの再話文学の
出発点とされる。しかし、同書の前に再話の手法が用いられた新聞記事があることはほとんど知られ
ていない。それは、シンシナティからニューオーリンズに向かう途次に書き上げた「熱帯の入口にて」
である。これは、ニューオーリンズの印象記である。その中で、ハーンは、作家トーマス・ベイリー・
オールドリッチが書いた「アントワーヌ神父のナツメヤシ」に範をとり、翻案した。ハーンの翻案に
よる再話作品「熱帯の入り口にて」では、原作に比べて、男女の恋を美しく純粋に描き、物語の現実
的要素を極力排除し、全体が非現実的世界に変容している。こうした特徴は、ハーンが後に刊行した
最初の再話集『飛花落葉集』の「泉の乙女」にも表れている。このように物語を、時代性、場所柄を
超えて、恋愛の純粋美、いわば事柄の様式美を追求するハーンの姿勢、傾向は、既にシンシナティ時
代、殺人者の自殺未遂事件を扱った「愛の真髄」にも見られた。この傾向は、日本時代の『怪談』の
「お貞の話」に見られる男女の結びつきを描いた作品に受け継がれるのである。 
物語の具体的な舞台装置、人物の具体的像を捨象する傾向を持つハーンの再話手法の特有性を確認
したところで、ハーンの異文化に対する独自の姿勢を、改めて考察したのが第6章である。この章で
は、南部における解放黒人問題に関する社説「南部の預言者」と解放黒人の宿命的な悲劇を扱う小説
『ユーマ』を取り上げた。ここでは、黒人の公民権をめぐる問題に向き合うハーンの両義的なスタン
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スを考察した。ハーンがニューオーリンズに移住した当時、この地では解放黒人問題が激しく議論さ
れていた。北部の人々が、自由と平等という理念から黒人の公民権を主張したのに対し、南部の人々
は、伝統と慣習、そして感情的な側面から、黒人への公民権付与に抵抗していたのである。南部の人
間は、奴隷だった黒人が自分たちと平等になることに違和感と屈辱を覚えたのであろう。こうした論
争の中で、ハーンの姿勢は両義的であった。一方では、公民権に象徴される自由と平等の理念に賛同
したが、他方、南部白人が抱える喪失感や憎悪にも理解を示したのである。しかし、基本的に、現実
に生じている解放黒人の問題、すなわち政治的・社会的公民権についてはほとんど言及していない。
彼にとって関心の対象であり、文学的に重要だったのは、異なる価値観のはざまで苦悩する解放黒人
の現実であった。奴隷制廃止という社会システムの変化は、人々に物理的な変化だけでなく価値観の
転換、人権の至上性も突きつけたのであった。ハーンは、新たに台頭した革新的理念には、異論をも
たなかったが、既存の信念を強引に変えさせようとする行為には賛同しなかった。そうした革新的行
為は、時には暴力的衝突を引き起こすことを熟知していたからである。変動期の社会にありがちなそ
うした思想的、感情的衝突のただ中で、どちら側にも身を置くことができない個人、弱者の立場を余
儀なくされる人間は、一体どのようにすれば、正しい解答が得られるのか。南部の地で、自らは外部
者として、しかし同時に内部者の眼をも獲得したハーンは、当事者意識の中で不条理な矛盾に自らも
苦悩するのである。ハーンは小説『ユーマ』の中で、そうした個人の苦渋に満ちた選択の現実をリア
ルに描写する。ユーマは、奴隷が蜂起した折、主人の家族と死の運命を共にする道を選んだ奴隷であ
る。一見したところ、主人への忠誠心から死を選んだように見える。しかし、ハーンが描こうとした
ユーマは、価値観が対立する状況下でも、自らの意思によって、主体的に自分の最後を決めるのであ
る。解放奴隷問題は、アメリカ大陸の急速に変化する時代を映すものである。めまぐるしい速度で種々
の理念や価値観が変容する時代に、ハーンは、変化の外側に放り出され、無力で、行き場を失った黒
人解放奴隷の悲劇に目を向けたのである。 
 
5. 結論 
 
第1章から第6章までの考察を経て、ジャーナリストハーンが作家ハーンへと変容、成熟していく過
程を辿ってきた。ハーンのシンシナティ時代は、彼が活動した三つの地域の中で一番短い時代だが、
彼の文学的傾向の転機であったと結論できる。報道記者時代に身に付けた彼の文学的手法は、二つの
点において彼の後の創作スタイルに影響を与えることになった。一点目は、原話の利用である。報道
記者時代、事件を物語の素材として扱ったハーンは、創作の際も常に実話を元にしてそれを再構成す
る形で創作活動を行なうようになった。それは二編の小説『チータ』と『ユーマ』に顕著にみること
ができる。彼が作家として名を成した再話も、原話を再構成して書き換えたものである。 
二点目は、スタイルへの影響である。ハーンの再話作品は、概ね新聞記事程度の長さで書かれてい
る。例えば、日本時代を代表する再話であり、あまねく知られた作品である「耳なし芳一」や「雪女」
には、読者の目を瞬時にくぎ付けにするようなインパクトが存在する。それは、集約した語句で、イ
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ンパクトを与えることが要求される新聞記事の形式がハーンの文章のリズムになり、創作のスタイル
となったといえるだろう。 
ハーンの文学的傾向と同じく、彼の陰影のある独自の異文化理解は、ニューオーリンズ時代にひと
つの頂点を迎えている。彼の地は、クレオール人とアメリカ人、白人と黒人、混血と黒人など、多様
な民族が共存し、民族間の衝突に加えて、北部と南部の思想的対立が激しく渦巻いている地域であっ
た。ハーンはそういった対立や葛藤の中でどちらかの側に立ったり、一方に肩入れすることもなかっ
た。彼は、矛盾した社会現実を重視し、目前の種々の葛藤に対する拙速な解決法には慎重な態度をと
った。公民権に関するケイブルの主張を理解しながらも、彼に対立する南部の白人の立場にも共感を
示したことが、ハーンのそのような姿勢を物語る。政治思想に関するハーンの主張には一貫性がなく
矛盾していると何人かの研究者が指摘したのもそのためであろう。確かに政治思想に関するハーンの
主張は時と場合によって変わることがある。一貫した思想や構想を明示しないという意味で、彼を優
れた思想家あるいは政治家として位置づけたり、評価することには意味がない、と思われる。臨機応
変の主張とは、しかし、裏を返せば、様々な事象、人々の見解に柔軟に寄り添うことができたという
ことでもある。ハーンにとって、特定の思想や特定のコミュニティ、特定の人種といった単位は、物
事の判断基準ではなかった。ハーンが興味を持つのは人間である。一人一人の個人である。そして、
諸々の矛盾を抱えながら生を営む人間の複雑な内面である。ハーンは人々の複雑な内面をその心情に
おいて共感できた。その共感が彼を作家へ、それも異文化の「心」を描くことのできる作家へと成長
させたのである。確かに、政治思想において彼は一貫した思想を持っていないかもしれない。しかし、
ハーンの作品に表れる矛盾は一貫性の欠如を意味するのではない。むしろ、それはハーンが、一人一
人の生きた人間に寄り添い共感した証であり、その共感を作品に織り込んだ成果である。 
ハーンは、また、この人々への共感を、さらに多くの人々が共感できるものにする能力を有してい
た。ニューオーリンズにおける挿絵記事で確認したように、彼は、そこに暮らす一個人の体験談を万
人が共感できる作品に仕立てることができた。つまり、様々な人々の個人的体験を普遍的体験へと昇
華させる文学的才能を彼は持っていたのである。ハーンが光を当てた様々な問題、悩み、諸矛盾は、
今日の我々の内面をも照らし出している。共感し、その共感を万人に伝える力、それこそが彼の作品
を不朽のものとした特色である。 
アメリカ時代におけるハーンの新聞記事は、未刊行のものも含めれば、いまだに研究されないまま
残されているものも少なくない。博士論文において取り上げたのは、その一部にすぎない。作品に関
して言えば、翻訳を含め、7冊の作品があるが、博士論文では、その中の3冊の作品を取り上げた。ハ
ーンの作品の全てには、言うまでもなく、ハーン文学の特徴が遍在する。その個々の作品に向き合い、
内容や背景、意図するものを分析し、批評を試みることで、ハーンのアメリカ時代がより網羅的に、
多角的に描出できることは間違いない。全体的な作品論を試みることは、論者の今後の重要な研究課
題といえるのだが、それでも、本研究はそれとは異なる視点からハーンのアメリカ時代にアプローチ
しようと試みた。すなわち、ハーンのキャリアを中心に、彼がジャーナリストから作家へと変化して
いく過程やその成果を論じることに主眼を置いた。そのために、あえてハーンが自身を変容させてい
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く瞬間が明確に捉えられる作品を重点的に選択した。アメリカ時代に培われた独自の文学手法や異文
化理解の分析、さらに日本時代の著作活動を視野に収めることで、本論文はハーン文学の実像に一歩
迫ることができたのではないだろうか。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
ラフカディオ・ハーン（Lafcadio Hearn,1850-1904）の人生は、大きく三つの時代に分けられる。
１９歳で渡米するまでのヨーロッパ時代、新聞記者から作家の仲間入りを果たしたアメリカ時代、そ
して再話や日本紹介のスケッチ等の作者として名を馳せた日本時代である。本論文は、来日以前のア
メリカ時代に焦点を定め、ハーンの文学世界の形成過程を明らかにすることを目的とする。すなわち、
再話文学の手法や異文化への視座は、この時代に培われたことを新聞記事等の分析を通して解明する
ものである。 
 第１章「シンシナティにおける犯罪報道記事」では、ハーンが文学的手法を用いて事件を「物語化」
しながら、記者として頭角を現したことを「皮革製作所殺人事件」を中心に検証する。文学的手法と
は、事件を再構築し、時に想像力も交えて、第三者に写実的に語らせるものである。他紙と比較した
結果、自ら挿絵も描くハーンの記事は、独創性かつ娯楽性に富み、読者を瞬時に惹き付けると結論付
ける。 
第２章「新聞における風刺・風俗画」では、自身がシンシナティ時代に刊行した米国初の絵入風刺
新聞『ジー・ギグランプス』やニューオーリンズ時代の挿絵付記事を取り上げ、ハーンの風刺精神と
風俗描写を分析する。風刺は権力者ばかりか庶民にも及ぶが、読者に庶民への共感を喚起し、これは
風俗描写にも通ずるという。絵入風刺新聞は 2 カ月の短命に終わるが、ニューオーリンズ新聞界に少
なからぬ影響を与えたとする。 
第３章「異文化を捉える文学的スケッチ」では、シンシナティの黒人社会とニューオーリンズのク
レオール社会への眼差しが「通過者」から「定住者」の視点へと転じ、ハーンのマイノリティ文化に
対する姿勢に変化が生じたと論ずる。 
 第４章「ローカル・カラー文学への志向」では、ニューオーリンズへの移転の背景には、南部作家
G.W. ケーブルの存在があり、処女小説『チータ』もケーブルなしには誕生し得えず、同作品には記
者時代の手法が活かされていること等を跡付ける。念願の作家になりながら、当地を離れたのもケー
ブル故であるとの示唆は興味深い。 
 「再話文学の開花」と題された第５章において、再話手法が早くも 1877 年の新聞記事に採用され
たことを紹介し、原話と比較しながら、「恋愛の純粋美、事柄の様式美の追求」の物語に改変すると論
ずる。その延長上に「泉の乙女」を位置づける。 
 第６章「解放黒人問題とハーン」は、南部の解放奴隷問題に関する社説と仏領西インド諸島で書か
れた小説『ユーマ』を取り上げ、再度ハーンの異文化理解の観点から詳述する。南部解放奴隷や奴隷
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制廃止以前のマルティニーク島の奴隷に対し両義的姿勢を崩さなかったのは、ハーンの主眼が異なる
価値観の間で苦悩する彼らの現実を描く点にあったからだとする。 
本論文は、代表的な記事や作品等に分析を施しながら、ハーン文学の成熟過程を辿るとともに特質
を炙り出し、アメリカ時代こそがハーンの「文学的傾向の転機」であったとの結論を導き出す。審査
では読み応えのある論文との評価がなされた一方、本論文が多くの優れた先行研究の上に成立してい
るにもかかわらず、必ずしも本論文との関係が明らかではないこと、資料の扱いには注意を要するこ
と、分析結果を「通過者」「定住者」のように果たして二分し得るのか等の指摘もなされた。しかしな
がら、充実した日本時代のハーン研究に対し、纏まったアメリカ時代の研究は手薄であり、本論文は
その意味でも意義が認められよう。 
以上のように、本論文の研究成果は、論文提出者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能
力と学識を有することを示すものである。よって、本論文は、博士（国際文化）の学位論文として合
格と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
